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み
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多
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の
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博
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と
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づ
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当
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な
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夏
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響
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山
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青
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そ
う
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乱
舞
す
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蛍
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し
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部
　
光
子

傘
寿
の
日
空
を
眺
め
つ
時
過
ぎ

る
米
寿
を
願
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穏
や
か
な
日
々

　
　
　
　
　
　 

富
田
　
欽
子

鮎
躍
る
水
無
月
の
雨
柔
ら
か
し

太
公
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は
那
珂
川
に
集
ふ

　
　
　
　
　
　 

大
森
　
久
子

齢
か
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光
陰
矢
の
如
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感
す
今
年
も
半
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今
日
半
夏
生

　
　
　
　
　
　
　 

枝
　
不
美

あ
え
ぎ
つ
つ
急
な
坂
道
の
ぼ
り
く

れ
ば
沈
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子

あ
り
が
と
う
貴
重
な
体
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今
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大
江
湿
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初
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の
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輝
き
増
せ
り
純
白
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庭
の
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ゅ
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ひ
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お
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さ
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さ
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び
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田
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細
道
ゆ
っ
く
り
黒
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あ
ゆ
む

　
　
　
　
　
　 

山
形
　
式
妙

缶
ビ
ー
ル
コ
ッ
プ
に
半
分
注
が
れ

て
遊
び
心
が
笑
ま
ひ
て
飲
み
ぬ
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こ

散
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け
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▲町指定文化財「神像」

▲小坂神社
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づ
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」

町
指
定
文
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財（
彫
刻
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し
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町
指
定
文
化
財「
神
像
」は
、
袍
を

着
し
、巾
子
冠
を
か
ぶ
り
、笏
を
持
っ

て
座
る
高
さ
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
、

木
造
の
男
神
像
で
す
。

　

像
の
底
部
に
は
、「
文
明
十
一
年
乙

亥
卯
月
三
日
大
夫
三
郎
□
」
の
墨
書

銘
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
銘
文

か
ら
、
応
仁
の
乱
が
終
息
し
て
間
も

な
い
一
四
七
九
年
に
、
大
夫
三
郎
な

る
人
物
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
り
、
県
内
最
古
の
在
銘
神
像

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
神
像
」を
安
置
す
る
小
坂
神
社
は
、

大
同
元（
八
〇
六
）年
創
建
の
古
社
で
、

元
は「
笠
宮
社（
笠
宮
明
神
）」と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
四
年
の
一

郷
一
社
制
に
よ
り
、
同
じ
く
下
小
坂

の「
飯
宮
社（
飯
野
宮
明
神
）」と
、
上

小
坂
の「
熊
野
権
現
社
」を
合
祀
し
、

明
治
七
年
に
現
在
の
社
名
と
な
り
ま

し
た
。「
神
像
」は
、も
と
は
飯
宮
社
の

御
神
体
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
神
像
は
非
公
開
で
す
が
、

鬱
蒼
と
し
た
杜
の
中
の
小
坂
神
社
境

内
に
は
、
元
県
指
定
天
然
記
念
物
で

県
内
随
一
の
松
の
巨
木
と
も
い
わ
れ

な
が
ら
、
昭
和
四
八
年
に
虫
害
に
よ

り
枯
死
し
た「
笠
懸
の
松
」の
巨
大
な

切
株
が
残
り
、
住
時
の
威
容
を
物
語

っ
て
い
ま
す
。
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